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29. 宮﨑久美, 野口郁惠, 金子和美, 大町いづみ: 訪問看護師の職務満足感に関連する要因. 日本在宅ケア学会学術集会

抄録集 23: 97, 2018 

30. 田村 瞳, 大町いづみ: がん患者への病棟看護師による在宅の視点を持った看護実践の自己評価に関連する要因. 日
本公衆衛生学会総会抄録集 77: 352, 2018 

31. 大町いづみ, 有馬和彦, 富田義人, 西村貴孝, 安部恵代, 青柳 潔: 訪問看護師と介護支援専門員のターミナルケア

態度に関連する要因. 日本公衆衛生学会総会抄録集 77: 439, 2018 

32. 嵜本光稀, 三浦沙織, 松浦江美, 橋爪可織, 町野あゆみ, 楠葉洋子: 就労状況別にみた 2 型糖尿病患者の血糖コント

ロールと身体活動量, 日本看護研究学会第 23 回九州・沖縄地方会学術集会 22, 2018 

33. 大石紘大, 安細文葉, 猪口瑠伊, 松浦江美: スマートフォン使用中の頸部屈曲角とストレス度及び疲労自覚症状の実

態, 日本看護研究学第 23 回九州・沖縄地方会学術集会 30, 2018 

34. 堀川新二, 松浦江美, 藤本裕二, 中村眞理子, 上野和美, 楠葉洋子: 看護大学 4 年生の職業アイデンティティと医療

職モデル特性との関連, 日本看護研究学第 23 回九州・沖縄地方会学術集会 46, 2018 

35. 岩永絵里, 松崎進也, 山口舞子, 堤彩香, 田邊和, 松浦江美: 看護師のワーク・エンゲイジメント向上に関連する要因

の検討, 日本看護研究学第 23 回九州・沖縄地方会学術集会 56, 2018 

36. 上野和美, 伊達 諒, 福島 唯, 兒玉 彩: 一般病棟における終末期がん患者への看護に関する認識. 日本緩和医療

学会学術大会抄録集, 2018 

37. 伊達 諒, 兒玉 彩, 福島 唯, 上野和美: 終末期がん患者への関わり方に対する看護学生の意識調査. 日本看護研

究学会誌 41(3): 464, 2018 

38. 山口拓允, 新川哲子, 吉田浩二, 浦田秀子, 折田真紀子, 永田 明, 高村 昇: 放射線看護教育の構築に関する研究

～教育実践の考察から～. 日本放射線看護学会第 7 回学術集会講演集 74, 2018 

39. 北宮千秋, 多喜代健吾, 山田基矢, 大森純子, 小西恵美子, 菊地透, 吉田浩二, 麻原きよみ:住民対応を主とした放射

線教育プログラムでの学び. 日本放射線看護学会第 7 回学術集会講演集 112, 2018 

40. 鍜治朋子, 宮地麻美, 高祖恵美, 井上詩織, 諸岡友里, 永尾ゆう, 吉田浩二, 妹川美智: 頭頸部がん・食道がん放射線

治療への看護介入の標準化に向けたケアシートの作成. 日本放射線看護学会第 7 回学術集会講演集 129, 2018 

41. 吉田浩二: 実践－研究－教育でつむぐ放射線看護学. 日本放射線看護学会第 7 回学術集会講演集 40, 2018 

42. 吉田浩二, 辻 麻由美: 看護系大学生のエイジズム（年齢差別）と老年看護学実習との関係.日本老年看護学会第 23
回学術集会抄録集 183, 2018 

43. 大山祐介, 永田 明, 山勢博彰: クリティカルケア看護領域における Comfort（安楽）の概念分析. 第 38 回日本看護

科学学会プログラム O25-2, 2018 

44. 大山祐介, 永田 明: 日本で発生した地震災害における糖尿病をもつ被災者の困難に関する文献検討. 日本災害看

護学会誌 20(1): 138, 2018 

45. 山本竜平, 永田 明, 前田梨花: 基礎教育課程の臨地実習を終えた看護学生の看護過程に対する認識とその要因. 第
24 回日本看護診断学会学術大会プログラム・抄録集 87, 2018 

46. 桑山美和, 加藤奈美, 宮本智美, 永田 明: 地域連携ネットワークシステムによる看護記録公開内容と利用施設のニ

ーズの調査. 第 24 回日本看護診断学会学術大会プログラム・抄録集 82, 2018 

47. 永田 明: 看護に必要な概念との向き合い方 つくる・かりる・みなおす. 第 24 回日本看護診断学会学術大会プログ

ラム・抄録集 43, 2018 
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48. 前田梨花，山本竜平，永田 明:入院して看護を経験した人々の看護師という存在との体験．日本看護研究学会雑誌 
41(3) : 533, 2018 

49. 若田幸樹, 小山正三朗, 森山正章, 濵﨑景子, 野中 隆, 國﨑真己, 角田順久, 日高重和, 澤井照光, 安武 亨, 永安 

武: 腹腔鏡下幽門側胃切除術に対する Roux-en Y 再建の手技と成績. 第 90 回日本胃癌学会総会記事 p.406, 2018 

50. 國﨑真己, 若田幸樹, 日高重和, 和田英雄, 野中 隆, 飛永修一, 角田順久, 澤井照光, 安武 亨, 永安 武: 胃癌に

おける EZH2 発現の臨床病理学的検討. 第 90 回日本胃癌学会総会記事 p.453, 2018 

51. 日高重和, 若田幸樹, 濵﨑景子, 國﨑真己, 澤井照光, 安武 亨, 永安 武: 胃癌術後合併症発症に影響を及ぼす術

前栄養指標に関する検討. 第 90 回日本胃癌学会総会記事 p.521, 2018 

52. 日高重和, 若田幸樹, 橋本泰匡, 野中 隆, 飛永修一, 澤井照光, 安武 亨, 永安 武: 食道癌ESD後の膿胸を伴った

遅発性食道穿孔に保存的治療で治癒した一例. 第 72 回日本食道学会学術集会抄録集 2018 

53. 濵田聖暁, 野中 隆, 和田英雄, 若田幸樹, 國﨑真己, 飛永修一, 日高重和, 角田順久, 澤井照光, 永安 武: 結腸癌

における単孔式腹腔鏡下手術を見据えた手技の定型化. 第 73 回日本消化器外科学会総会プログラム WS6-3, 2018 

54. 野中 隆, 和田英雄, 濵田聖暁, 竹下浩明, 荒木政人, 福岡秀敏, 國﨑真己, 日高重和, 澤井照光, 永安 武: 腹腔鏡

下側方リンパ節郭清を安全かつ迅速に工夫～‟受け‟を設ける重要性～. 第 73 回日本消化器外科学会総会プログラム 
ESV10-3-3, 2018 

55. 若田幸樹, 濵﨑景子, 野中 隆, 國﨑真己, 飛永修一, 角田順久, 日高重和, 澤井照光, 安武 亨, 永安 武: 切除不

能進行・再発胃癌に対する 2 次治療以降の Ramucirumab 併用化学療法の使用成績. 第 73 回日本消化器外科学会総会

プログラム P46-2, 2018 

56. 日高重和, 若田幸樹, 和田英雄, 濵田聖暁, 田渕 聡, 飛永修一, 野中 隆, 澤井照光, 安武 亨, 永安 武: 胃癌手

術における術前栄養評価 controlling nutritional status (CONUT) score の意義について. 第 73 回日本消化器外科学会総

会プログラム P69-7, 2018 

57. 篠原彰太, 野中 隆, 和田英雄, 濵田聖暁, 國﨑真己, 飛永修一, 日高重和, 角田順久, 澤井照光, 永安 武: 腹壁瘢

痕ヘルニア術後メッシュ感染を大腿筋膜移植で修復した 1 例. 第 55 回九州外科学会抄録集 p.71, 2018 

58. 深山侑祐, 松島加代子, 古谷順也, 安井佳世, 高島美和, 橋本邦生, 世羅至子, 野中 隆, 伊藤信一郎, 澤井照光, 竹
島史直, 中尾一彦: クローン病患者に対するオンコールによる栄養指導体制の確立. 第 112 回日本消化器病学会九州

支部例会抄録集 p.110, 2018 

59. 濵田聖暁, 野中 隆, 和田英雄, 髙村祐磨, 原 勇紀, 澤井照光, 永安 武: 閉塞性左側大腸癌に対する Bridge to 
Surgery の治療成績-大腸ステントと経肛門イレウス管の比較-. 第 43 回日本大腸肛門病学会九州地方会抄録集 p.37, 
2018 

60. 野中 隆, 和田英雄, 濵田聖暁, 髙村祐磨, 日高重和, 澤井照光, 永安 武: 予防的側方郭清と治療的側方郭清の使

い分けとその実際. 第 43 回日本大腸肛門病学会九州地方会抄録集 p.43, 2018 

61. 竹下浩明, 澤井照光, 今井 諒, 足立利幸, 釘山統太, 平山昴仙, 北里 周, 徳永隆幸, 黒木 保, 谷口 堅, 前田茂

人, 藤岡ひかる: 潰瘍性大腸炎術後の腸閉塞対策-セプラフィルム貼付と outlet obstruction 予防-. 第 43 回日本大腸肛

門病学会九州地方会抄録集 p.44, 2018 

62. 和田英雄, 野中 隆, 原 勇紀, 髙村祐磨, 濵田聖暁, 澤井照光, 永安 武: 当院における超高齢者大腸癌手術の検

討. 第 43 回日本大腸肛門病学会九州地方会抄録集 p.44, 2018 

63. 原 勇紀, 野中 隆, 和田英雄, 濵田聖暁, 髙村祐磨, 澤井照光, 永安 武: 腰部変位腎を伴う S 状結腸癌の 1 例. 第
43 回日本大腸肛門病学会九州地方会抄録集 p.56, 2018 

64. 横尾誠一, 大町いづみ, 中根秀之: 離島地域における在宅療養高齢者のソーシャルネットワークに関する研究. 第49
回日本看護学会-ヘルスプロモーション-学術集会抄録集 101, 2018 
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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

石松祐二・教授 長崎県地方労災委員 厚生労働省 

石松祐二・教授 長崎県労災保険診療指導委員会委員 厚生労働省 

石松祐二・教授 長崎県地方じん肺審査医 長崎労働局 

石松祐二・教授 長崎県福祉保健審議会委員 長崎県 

石松祐二・教授 評議員 日本呼吸器学会 

石松祐二・教授 世話人 九州びまん性肺疾患カンファランス 

石松祐二・教授 世話人 再生移植フォーラム in Nagasaki 

石松祐二・教授 世話人 長崎県呼吸ケア研究会 

石松祐二・教授 世話人 長崎臨床感染症研究会 

花田裕子・教授 研究指導 駒木野病院 

花田裕子・教授 障害児の理解と対応 講師 得丸学園得丸幼稚園 

花田裕子・教授 長崎県精神保健審議会 委員 長崎県 

花田裕子・教授 アドバイザー わかば法律事務所 

花田裕子・教授 スーパーバイザー NPO 法人 心澄 

花田裕子・教授 会員 NPO 法人 ちゅーりっぷ会 長崎 DARC 

花田裕子・教授 幹事 FOUR WINDS 乳幼児精神保健学会 

花田裕子・教授 震災支援員 熊本県 御船町役場 

澤井照光・教授 評議員 日本消化器外科学会 

澤井照光・教授 評議員 日本消化器病学会 

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会 

澤井照光・教授 評議員 日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会 

澤井照光・教授 評議員 九州外科学会 

澤井照光・教授 評議員 日本消化器病学会九州支部 

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会九州支部 

澤井照光・教授 プロトコール推進委員 Kyushu Study group of Clinical Cancer 

澤井照光・教授 世話人 IBD Club Jr. Kyusyu 

澤井照光・教授 世話人 長崎手術手技研究会 

澤井照光・教授 世話人 長崎炎症性腸疾患研究会 

澤井照光・教授 世話人 Nagasaki Bowel Club 

澤井照光・教授 疾病・障害認定審査会臨時委員 厚生労働省 

澤井照光・教授 長崎県研究事業評価委員会副委員長 長崎県 

澤井照光・教授 がん対策部会 大腸がん委員会委員 長崎県保健医療対策協議会 

澤井照光・教授 オストメイト社会適応訓練事業講師 日本オストミー協会長崎県支部 

澤井照光・教授 社会福祉審議会委員 長崎市 

楠葉洋子・教授 評議員 日本看護研究学会 

楠葉洋子・教授 大規模災害支援事業委員会委員 日本看護研究学会 

楠葉洋子・教授 会長 日本看護研究学会九州沖縄地方会 

楠葉洋子・教授 専任査読委員 日本糖尿病教育・看護学会 
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楠葉洋子・教授 専任査読委員 日本看護研究学会 

楠葉洋子・教授 保健科学研究誌論文査読 熊本保健科学大学 

楠葉洋子・教授 看護研究指導 医療法人光晴会病院 

楠葉洋子・教授 看護職員研修会講師 長崎県看護協会県南支部 

楠葉洋子・教授 学術集会講演発表座長 日本看護研究学会 

楠葉洋子・教授 学術集会大会長 第 23 回日本看護研究学会九州沖縄地方会学

術集会 

楠葉洋子・教授 学術集会企画委員 第 33 回日本がん看護学会学術集会 

楠葉洋子・教授 学術集会査読委員 第 33 回日本がん看護学会学術集会 

楠葉洋子・教授 公開講座講演 平成 30 年度長崎国際大学秋季公開講座 

大町いづみ・准教

授 
長崎市建築審査会委員 長崎市まちづくり部建築指導課 

大町いづみ・准教

授 
長崎県実習指導者講習会講師 長崎県看護協会 

大町いづみ・准教

授 
高大連携推進委員 長崎県教育委員会 

大町いづみ・准教

授 
訪問看護師養成講習会講師 長崎県看護キャリア支援センター 

大町いづみ・准教

授 
在宅医療連携促進講座（前期・後期）講師 長崎市医師会長崎市包括ケアまちんなかラウ

ンジ 

大町いづみ・准教

授 
在宅看･看連携講座講師 長崎市医師会長崎市包括ケアまちんなかラウ

ンジ 

大町いづみ・准教

授 
長崎県訪問看護師ラダー作成推進委員会指導 長崎県看護協会 

大町いづみ・准教

授 
長崎県看護キャリア支援センター事業等検討会

委員 
長崎県福祉保健部 

大町いづみ・准教

授 
実習指導者講習会短期(特定分野)講師 長崎県看護キャリア支援センター 

松浦江美・准教授 マスタートレーナー，認定リーダー NPO 法人 日本慢性疾患セルフマネジメント

協会 

松浦江美・准教授 看護研究指導 国立病院機構嬉野医療センター 

松浦江美・准教授 看護研究指導 
看護研究研修会「看護研究初めの一歩！（看護

研究の手順と方法：導入偏）」5 月 25 日 

長崎大学病院 

松浦江美・准教授 世話人 膠原病友の会佐賀県支部 

松浦江美・准教授 高大連携推進委員 長崎県教育委員会 

永田明・准教授 用語検討委員 日本看護診断学会 

永田明・准教授 世話人 日本ケアの哲学学会 

永田明・准教授 高大連携推進委員 長崎県教育委員会 

永田明・准教授 看護論 講師 長崎県看護協会 臨地実習指導者講習会 

永田明・准教授 看護過程・看護診断 講師 大分県看護協会・看護師研修会 

永田明・准教授 研究指導 長崎大学病院看護部 

永田明・准教授 研究指導 国立病院機構長崎病院看護部 

永田明・准教授 看護倫理 研修講師 労働者健康安全機構富山労災病院 
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永田明・准教授 医療倫理 研修講師 医療法人和仁会和仁会病院 

永田明・准教授 看護記録指導 労働者健康安全機構富山労災病院 

永田明・准教授 看護記録指導 労働者健康安全機構燕労災病院 

永田明・准教授 看護記録指導 労働者健康安全機構関東労災病院 

永田明・准教授 看護記録指導 労働者健康安全機構神戸労災病院 

永田明・准教授 看護記録指導 市立宇和島病院 

永田明・准教授 研究指導 長崎県島原病院 

永田明・准教授 看護記録指導 長崎県島原病院 

上野和美・准教授 広島リンパ浮腫研究会 世話人 広島リンパ浮腫研究会・日本リンパ浮腫治療

学会 

上野和美・准教授 第 23 回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術

集会 企画委員 
日本看護研究学会 九州・沖縄地方会 

上野和美・准教授 高大連携推進委員 長崎県教育委員会 

上野和美・准教授 臨地実習指導者研修会 講師 長崎大学病院 

吉田浩二・准教授 理事 日本放射線看護学会 

吉田浩二・准教授 運営委員 日本放射線看護学会第 7 回学術集会 

黒田裕美・准教授 専任査読委員 日本循環器看護学会 

黒田裕美・准教授 研究指導 聖フランシスコ病院 

黒田裕美・准教授 共同研究員 九州大学大学院医学研究院保健学部門 

永江誠治・助教 長崎県実習指導者講習会 講師 長崎県看護協会 

永江誠治・助教 長崎県看護学会誌掲載論文査読委員 長崎県看護協会 

永江誠治・助教 高大連携推進委員 長崎県教育委員会 

永江誠治・助教 震災支援員 熊本県 御船町役場 

永江誠治・助教 講演会 講師 AA 長崎地区 

橋爪可織・助教 長崎県実習指導者講習会講師 長崎県看護協会 

橋爪可織・助教 看護研究指導 聖フランシスコ病院 

橋爪可織・助教 第 23 回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術

集会 企画委員 
日本看護研究学会 九州・沖縄地方会 

大山祐介・助教 学会企画委員会 第 23 回日本看護研究学会九州地方会 

辻麻由美・助教 実行委員 日本放射線看護学会第 7 回学術集会 

横尾誠一・助教 抄録査読委員 長崎県看護協会 

横尾誠一・助教 企画委員 日本看護研究学会九州・沖縄地方会 

横尾誠一・助教 研修会講師 医療法人友愛会田川療養所 

横尾誠一・助教 第 7 回日本放射線看護学会学術集会 協力委員 日本放射線看護学会 

田中準一・助教 高大連携推進委員 長崎県教育委員会 

田中準一・助教 第 23 回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術

集会 企画委員 
日本看護研究学会 九州・沖縄地方会 

田中準一・助教 第 7 回日本放射線看護学会学術集会 実行委員 日本放射線看護学会 

田中準一・助教 国際緊急援助隊医療チーム パブリックヘルス

モジュール 
独立行政法人国際協力機構 

田中準一・助教 国際緊急援助隊医療チーム中級研修講師 独立行政法人国際協力機構 

田中準一・助教 国際緊急援助隊医療チーム展開訓練講師 独立行政法人国際協力機構 
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

石松祐二・教授 「長崎県地域医療の研究支援を目

的とした医師団」研究補助金 
代表 夏型過敏性肺炎発症の分子機構における

Apolipoprotein E の役割 

石松祐二・教授 「長崎県地域医療の研究支援を目

的とした医師団」研究補助金 
分担 間質性肺疾患の特徴と労作後の指標の関連

性についての臨床的検討 

花田裕子・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（B） 
トラウマを抱えた子ども・若者の養育者を対

象とした包括的移行支援プログラムの開発 

澤井照光・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
地域における多施設・多職種協働体制強化に

より推進するストーマケアの標準化 

楠葉洋子・教授 日本学術振興会 分担 統合失調症者のリカバリーとスポーツ科学

に関する研究 

中尾理恵子・准教

授 
日本学術振興会 代表 基盤研究 C（2016～2018）「地理的不利条件

下の住民の防災とソーシャルキャピタルの

活用：長崎市斜面市街地の調査」 

中尾理恵子・准教

授 
日本学術振興会 分担 基盤研究 C（2018～2020）「斜面市街地に暮

らす住民のレジリエンスと認知症予防の地

域づくり」 

中尾理恵子・准教

授 
一般社団法人九州地域づくり協会 分担 研究開発助成（2018）「斜面市街地における

地域連携型学生シェアハウスの実践」 

大町いづみ・准教

授 
日本学術振興会 代表 基盤研究（Ｃ） 

地域特性に基づく在宅ターミナルケアとソ

ーシャルキャピタル醸成の在り方に関する

研究 

松浦江美・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究 (C) 
膠原病患者の外来におけるセルフマネジメ

ントの現状及び介入効果の多角的検討 

松浦江美・准教授 日本学術振興会 分担者 基盤研究 (C) 
統合失調症者のリカバリーとスポーツ科学

に関する研究 

松浦江美・准教授 日本学術振興会 分担者 基盤研究 (C) 
患者力を高めるためのシミュレーション患

者教育プログラムの開発と介入効果 

永田明・准教授 日本看護診断学会 代表 看護診断「転倒転落リスク状態」の根拠レベ

ル向上に向けた研究 

上野和美・准教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 
膠原病患者の外来におけるセルフマネジメ

ントの現状及び介入効果の多角的検討 

吉田浩二・准教授 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 
放射線災害対応の教訓をもとにした放射線

看護教育パッケージの開発と評価 

黒田裕美・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
ホ－ムモニタリングによるダウン症児の特

異な睡眠体位と睡眠呼吸障害の関連の検討 

橋爪可織・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
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子供を持つ乳がん患者への複合型サポート

グループプログラムの有効性の検証 

大山祐介・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B）災害時に対する糖尿病患者の

認識、行動に基づくセルフマネジメントプロ

グラム開発 

横尾誠一・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
離島在住の在宅療養高齢者における地域医

療福祉サービスの満足度に関する研究 

浜﨑美和・助教 科学研究費補助金 代表 関節リウマチ患者の口腔ケアの現状および

介入効果の多角的検討 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

澤井照光・教授 学習会講師 長崎ストーマケア学習会 

澤井照光・教授 看護部継続教育看護専門コース講師 長崎大学病院 

楠葉洋子・教授 非常勤講師（看護管理学特論） 鹿児島大学大学院 

楠葉洋子・教授 非常勤講師（看護研究） 長崎市医師会看護専門学校 

大町いづみ・准教

授 
公衆衛生学 長崎市医師会看護専門学校 

松浦江美・准教授 非常勤講師（看護研究） 独立行政法人国立病院機構嬉野医療センター附属

看護学校 

大山祐介・助教 第 188 回 JNTEC プロバイダーコースインス

トラクター 
日本救急看護学会 

大山祐介・助教 第 190 回 JNTEC プロバイダーコースインス

トラクター 
日本救急看護学会 

大山祐介・助教 第 31回 JNTECインストラクターコースイン

ストラクター 
日本救急看護学会 

大山祐介・助教 第 1 回熊本 BHELP 標準コースインストラク

ター 
日本災害医学会 

大山祐介・助教 第 1 回長崎 BHELP 標準コースインストラク

ター 
日本災害医学会 

田中準一・助教 非常勤講師（国際看護） 学校法人 福岡保健学院 

 


